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	発達支援研修通信
	2026.８.４
	第１号
	上手くいかなければ、違う方法で試してみる！
	・「出来ない」のではなく、「今はまだ難しい」という視点で見る
	・「発達が違うのはあたりまえ」という考え方を根っこに持って支援する


	感覚の支援
	困りごとは、「環境との相互作用（ミスマッチ）」で起こる。
	その子が持っている資質が、環境（周囲の物や人）に合っているか？を見直す。
	同じ子どもでも、環境によって表出される行動が違う。
	…筋肉や関節がどれくらい伸び縮みしているか、体にどれくらい 　力が入っているかを感じる感覚。　
	固有受容覚がうまく働かない子は、無意識に「扉を強く閉める」、「物をガチャン！と置く」などの行動がみられる。感覚の偏りを理解した上で支援することが大事。
	←視覚＋固有受容覚を使って、手の形にくり抜いた画用紙に当たらないように手を通す、体験ワークを行いました。


	固有受容覚
	思考のクセ
	勝ち負けへの強いこだわりや、自分基準に達しなかった時の感情が大きく乱れる子への支援

	心の理論
	「自分と相手の気持ちは違う」ことに気づけているか？という視点で支援する。 お友だちを叩いてしまった時は、「〇〇ちゃん、叩かれて痛かったって」と相手の気持ちを代弁するのではなく、「この前お友だちに叩かれてしまって痛かったよね。〇〇ちゃんも同じように痛いんだよ」と、体験した時と、相手も同じ気持ちであることを伝える。
	・思考の柔軟に繋がる「お守り言葉」 『勝っても負けても金メダル』 ・その場を離れてクールダウン ・（イライラを逃すための）クッションパンチ、 水筒を飲む、おしぼりで顔を拭く、スクイーズ… 悔しい気持ちは否定しない！

	まとめ
	「できないと思えば、そこで成長は止まる」
	『言葉で100回言うよりも、まずは保育士自身が体験してみる』ーーその実体験を発達支援の視点で捉え直し、いかに「楽しい遊び」として成り立たせるかが、先生方の腕の見せ所です！『本人が気付かないうちに、遊びの中で発達を支援していく』 この視点を胸に、その子が「できそう！」と思えることから、ほんの1歩でも、 半歩でも、新たな実践へ踏み出していきましょう！


	受講者の感想
	クラスにいる子どもの個性や困り感がそれぞれちがい、支援に悩むことも沢山ありますが、固定概念や、「こうあるべき姿」にとらわれずに、ていねいに関わっていきたいです。
	　　　　　　　　S園　N先生
	グループワークを取り入れた内容だったので、体感による学びが出来たことがとても良かった。 違う園の先生たちとの意見交換など、普段関わることのない先生との会話の中から、自分自身の保育を考える機会になった。 　　　　　　　　S園　K先生


